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鹿児島県薩摩川内市西部の久見崎地域に分布する久見崎層の層序と礫岩分析
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Stratigraphy and Conglomarate analysis of the Gumizaki Formation in Gumizaki area,
western part of Satsumasendai City,Kagoshima Prefecture

Abstract:　A detailed field survey of the lower Cretaceous Gumizaki Formation, distributed in the Gumizaki area in 

the western part of Satsumasendai City, Kagoshima Prefecture, was conducted. The Gumizaki Formation is distributed 

in the western and eastern regions. In the western region, the lower, middle, and upper layers are distributed. In the 

eastern region, mudstone which correspond to the top of the middle layer in the western region, and the upper layer, are 

distributed. The characteristics of conglomerates are as follows: - The conglomerate clasts are manly chert(47-65%) and 

quartzite (9–26%). - In the lower layer, conglomerates contain many chert, tuff and acid tuff. In the upper layer, 

conglomerates contain many quartzite, quartz porphyry and granite.
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はじめに
　鹿児島県薩摩川内市西部の久見崎地域には下部白
亜系久見崎層が分布している。久見崎層は西部と東
部に分れて分布しており，これまで両者の対比は十分
になされていなかった。今回，詳細な地表踏査を行
い久見崎層の層序と構造を明らかにし，東西地域の
対比が可能となった。また，久見崎層に含まれる礫
岩の分析を行い，その特徴を把握することができたの
で報告する。

1　久見崎層の研究史
　久見崎層は，橋本ほか（1972）によってその概略
が明らかにされ，A，B および C 部層に区分した。C
部層からPterotrigonia hokkaidoana（YEHARA）を始
めとする軟体動物化石を報告し，宮古統を含む下部
白亜系であるとした。そして，これらと推定断層で接
する古生層らしい地層（“川内層”）も含めて秩父累帯
に属するものとした。
　寺岡（1978）は，久見崎層の砂岩の鉱物組成分析
を行い，四万十帯白亜系の砂岩とは明らかにその性
質が異なることから，橋本（1972）が述べたように秩
父帯に属すると見なすのが妥当であると考えた。
　田中ほか（1999）は，久見崎層中部層および上部
層の分布域からアンモナイトなどの軟体動物化石を報
告し，久見崎層の地質時代を Aptian 後期から前期
Albian 後期とし，先外和泉層群八代層にほぼ対比で
きるとした。
　石田ほか（2008）は，久見崎層 B 部層分布域の
2 地点から放散虫化石群集を見出し，その地質時代
は Aptian 期前期後半であるとした。そしてこの B 部
層は，松本・勘米良（1964）の層序区分による日奈
久層下部層から中部層に，また，田中ほか（1998，
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2002）による 2 系統の層序区分では，‘物部川層群
相当層’ に属する日奈久層下部層の上部，あるいは ‘先
外和泉層群’ に属する今泉川層下部層のいずれかに
対比されるとした。
　KOMATSU et al.（2009）は，“川内層” から前期白
亜紀の Barremian 期〜 Aptian 期を示す浅海生二枚貝
を，久見崎層の下部から汽水生二枚貝を報告した。
そして久見崎地域の Barremian 期〜 Aptian 期の非海
成および浅海成の堆積物は，海退から海進のサクセッ
ションを示しており，西南日本の秩父累帯上の下部白
亜系のシーケンスと類似していることを明らかにした。　
　小松ほか（2024）は，久見崎層 C 部層かPterotrigonia 
hokkaidoana（YEHARA) に加え，Nipponitrigonia
sakamotoensis や Nipponitorigonia naumanni などを報
告し，C 部層の堆積環境は底生動物に富んだ波浪卓
越型の外浜であったことを示した。また C 部層の地質
時代は Aptian 期で Albian 期には達していない可能
性が高いとした。
2　久見崎地域の地質概要
　本地域の地質は表 1 のように区分され，コンパイル
マップを図 2 に示す。

　基盤岩類は，前期白亜紀の “川内層” と久見崎層
からなる。“川内層” は粘板岩，千枚岩質粘板岩，砂
岩のほかに，礫岩，塩基性凝灰岩および変質斑レイ
岩などからなり（橋本ほか，1972），泥質岩より二枚
貝化石を産出する（KOMATSU et al.，2009）。この地
質体は川内川河口右岸の月屋地域に露出する秩父累
帯の地層と若干異なることが指摘されている（橋本ほ
か，1972）。久見崎層は礫岩，砂岩，頁岩，砂岩頁
岩互層などからなり，二枚貝や巻貝などの化石（橋
本ほか，1972；田中ほか，1999；小松ほか，2024）
および放散虫化石が産出する（石田ほか，2008）。
両者の関係については，久見崎層下部が整合あるい
は非整合で “川内層” を覆っていると考えられている

（KOMATSU et al.，2009）。
　これらの基盤岩類を不整合で新第三紀中新世の北
薩古期安山岩類が覆っている（通商産業省資源エネ
ルギー庁，1979）。そしてさらに第四紀の砂礫層，沖
積層・砂丘層が覆っている（太田良平，1971；橋本
ほか，1972）。
3　久見崎層の地質
　本論での久見崎層は，岩相および産出化石に基づ
き下部層，中部層および上部層に区分して記載する。
下部層は橋本ほか（1972）の A 部層の上部に相当し，
中部層は B 部層に，上部層は C 部層に相当する。こ
れらの地層は標高 70 ｍ以下の山麓部に露出し，西部

（庵の池付近）と東部（諏訪神社付近）に分かれて
分布している。
⑴　分布・岩相層序
　下部層：西部の庵の池の西側に分布し，層厚は
120 ｍ以上である。主に砂岩，礫質砂岩からなり，
最上部に礫岩や暗灰色の泥岩をはさむ。砂岩は灰
白色，青灰色を呈し，粗粒〜極粗粒である。一般
に塊状であるが，部層最上部の砂岩は成層してい
る。基質は少なく，石英やチャートの砂粒が多い。
礫岩は灰色，灰白色を呈し，礫は細礫〜直径 1 ㎝
程度までの中礫が多い。最大径は 3 ㎝程度である。
亜角礫〜円礫がほとんどで淘汰は良い。礫種は
チャートが多い。基質は石英粒やチャート粒に富む。
礫岩の層厚は約 1 〜 1.5 ｍである。
　中部層：西部の庵の池周辺に主に分布し，層厚
は約 220 ｍである。泥岩からなり砂岩や砂岩泥岩
細互層をはさむ。泥岩は黒色，黒灰色を呈し，一
般に塊状であるが，部層最上部の泥岩は 2 〜 3 ㎝
の厚さで成層している。砂岩は暗灰色を呈し，細粒
〜中粒である。部層中部の砂岩は 10 〜 20 ㎝の厚

表 1　久見崎地域の層序

図 2　コンパイルマップ（橋本 1972，田中ほか1999より）
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さで成層している。砂岩の層厚は数ｍ以下である。
砂岩泥岩細互層は部層下部でみられ，厚さ 10cm
以下の泥岩と 5 ㎝以下の砂岩よりなる互層である。
　今回の調査では更に東部の調査地東端で，後述
する上部層最下部に相当する礫岩層の東側に 2 〜
5 ㎝の厚さで成層している泥岩がみつかった。この
泥岩は西部の中部層最上部にみられる成層した泥
岩に酷似していることから，中部層最上部に相当す
る泥岩であると考えられる。
　上部層：分布が東部（庵の池の南東）と西部（諏
訪神社周辺）の 2 つに分れる。両者の対比はこれ
まで明らかにされていなかったが，図 3 に示すよう
に両者の岩質や各層の層準，化石の産出位置など
がよく一致しており，同じ地質体であることが判明
した。層厚は 150 ｍ以上である。主に砂岩と礫岩
からなる。砂岩は灰白色，灰色を呈し，中粒〜粗
粒である。一般に塊状であるが，部層上部の砂岩
は約 20 ㎝の厚さで成層している。礫岩は灰色，灰
白色を呈し，礫は細礫〜直径が 1 ㎝程度までの中

礫が多い。部層上部の含化石砂岩の上位にある礫
岩の礫径は直径 2 〜 5 ㎝の中礫が多く，最大礫の
直径は 15 ㎝である。亜角礫〜円礫が多く，淘汰は
良い。礫種はチャートが多い。基質は下部層のもの
と同様，石英粒やチャート粒に富む。礫岩の層厚は
5 〜 15 ｍである。
⑵　産出化石
　今回の調査では，上部層の 2 箇所の地点（Se48，
Se58）から二枚貝化石が産出した。Se48 では中粒
砂岩からPterotrigonia sp.aff.P. hokkaidoana（YEHARA）

が 2 個体，Se58 では礫質砂岩からPterotrigonia  (?) 
sp. が 1 個体見つかった。Pterotrigonia hokkaidoana 

（YEHARA）は，熊本県の先外和泉層群八代層（田
代・ 池 田，1987）， 東 北 地 方 の 宮 古 層 群

（YEHARA,1915;NAGAO,1934），関東山地の山中地溝
帯 下 部 白 亜 系 の 志 賀 坂 峠 東 側 の “ 中 ノ 沢 ”

（MATUKAWA,1983; 田中ほか 1999）の Albian 下
部から産出する特徴種である（田中ほか，1999）。
⑶　地質構造
　西部に分布する下部層〜上部層は，走行Ｎ 15°
〜 40°Ｅ，傾斜 25°〜 65°Ｓで，南東側に傾斜する
単斜構造をしている。確認された級化層理は南上
位を示すことから正常位を保っている。東部に分布
する中部層最上部層〜上部層は，走行Ｎ 35°〜 50°
Ｗ，傾斜 40°〜 65°Ｎで，北東側に傾斜する単斜構
造をしている。確認された級化層理は南上位を示
すことから，地層は逆転しており南西側が上位であ
る。以上のことから調査地の久見崎層は，西部で
は北西側から南東側へ下部層，中部層そして上部
層，東部では北東側から南西側へ中部層最上部，
上部層と単斜構造により，整合に重なっている。
　露頭において直接観察される断層は確認されて
いないが，地質図（図 4）で示すように調査地西
端に，断層線に沿った水平隔離が約 140 ｍある北
北西－南南東方向の断層が推定される。
(4) 礫岩分析
　礫岩の特徴を把握するために礫種組成，礫径，
円磨度，球形度を調べた。固結した礫岩であり，
露頭で直接測定等を行うことが困難であったため，
試料を採取し，岩石カッターで切断し，研磨した断
面上で長径が 3 ㎜以上の礫を測定の対象とした。
礫種の鑑定は双眼実体顕微鏡を用いて行った。
　試料は次の 5 地点から採取した（表 2）。

図 3　総合柱状図
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Se37- ①，②：西部の上部層に含まれ，庵の池南
東方に位置する小沢が尾根に達する手前の西斜面
にある露頭（Se37- ①）とそこから北へ約 10 ｍ離
れた尾根にある露頭（Se37- ②）から採取した。
共に同層準の礫岩である。
Se55，56：西部の下部層に含まれ，庵の池北西
方の東に突き出た尾根にある露頭から採取した。
層準的には Se55 が下位で Se56 が上位である。
Se40：東部の上部層に含まれ，諏訪神社南東方
の山腹の北面にある礫岩露頭の直下の転石から採
取した。西部の上部層に含まれる Se37 とは層準
的には Se40 のほうが上位である。

ア　礫の種類
　主な礫種は，堆積岩では泥岩，砂岩，チャート，
凝灰岩，酸性凝灰岩，火成岩では花崗岩，流紋
岩，安山岩，玄武岩，石英斑岩，石英岩などで
ある。
　泥岩の礫は，黒色，灰色を呈し，極細粒のも
のが多い。一部シルトサイズの粒を含むものもあ
る。また珪質なものもみられる。砂岩の礫は，灰
色，黄土色を呈し，粒度は細粒〜中粒である。
灰色透明の石英粒や黒色の岩片が多くみられる。
チャートの礫は，白色，灰色，黒色，赤褐色，
淡緑色などを呈す。石英脈が発達しているものも
ある。凝灰岩の礫は，白色，淡黄色，黄土色を
呈し，細粒である。乳白色半透明の石英，白色
の長石類，柱状で茶褐色をした鉱物粒などを含
む。酸性凝灰岩の礫は，灰白色，暗灰色を呈し，
細粒である。無色透明の石英や白色の長石類を
含む。花崗岩の礫は，白色，灰色，黄土色を呈
し，灰白色透明の石英，白色の長石類，黒色の
黒雲母などからなる。流紋岩の礫は，白色，灰
色を呈し，無色透明の石英，白色の長石類の斑
晶が認められる。基質は灰色である。安山岩の
礫は，黄土色を呈し，長方形で白色の長石類や
柱状で暗緑色の輝石の斑晶が認められる。基質

は黄土色である。玄武岩の礫は，黒色を呈し，
白色の長石類の斑晶を含む。基質は黒色で緻密
である。石英斑岩の礫は，白色，黄白色，黄土
色を呈し，灰色透明の石英，白色の長石類の斑
晶が認められる。基質は淡緑灰色である。石英
岩の礫は，自形〜半自形結晶で無色透明の石英
の集合体である。

イ　礫種組成
　礫種組成を調べるために，礫種ごとの個数に
よる割合を求めた。凡例の「その他」に含まれ
る礫種は安山岩，玄武岩，不明である。
　全ての試料で礫種はほぼ同じである。チャート
が最も多く，47 〜 65％を占める。次に多いのが
石英岩で 9 〜 26％である。石英斑岩と花崗岩を
合計した割合は 5 〜 12％，凝灰岩と酸性凝灰岩
を合計した割合は 9 〜 13％，砂岩と泥岩を合計
した割合は 4 〜 7％である（図 5）。 
　下部層（Se55,56）と上部層（Se37,40）との
比較では，チャートや，凝灰岩と酸性凝灰岩を合
計したものは下部層の方が多く，石英岩や，石
英斑岩と花崗岩を合計したものは上部層の方が
多い。（図 6）。

表 2　礫岩試料一覧

表 3　礫種毎の個数（個）

図 5　礫種組成（地点毎）



－ 33 －

ウ　礫径
　礫の大きさを表すために研磨面上で礫の長径
と短径を 1 ㎜単位で測定した。表 4 に各試料の
長径の最大値，平均値を示した。長径の最大値
は全体で 35 ㎜が最も大きく，各試料の平均値は
5.5 〜 7.9 ㎜である，下部層（Se55,56）は上部
層（Se37,40）に比べて礫径が小さく，4 ㎜以下
のものが半数を占めている（図 7）。礫種ごとでは，
泥岩と砂岩で 9 ㎜以上の礫が約 40％を占め，
長径が長い礫が比較的多くみられる（図 8）。

エ　円磨度
　円磨度は，礫の角が磨滅されて丸くなっていく
度合いを示すもので，図 9 を用いて分類した。
全ての試料で亜円礫（4）〜超円礫（6）のもの
が約 80％以上を占めている。Se37- ①，②は，
円礫（5）〜超円礫（6）のものが半数以上を占
めており，比較的円磨された礫が多い（図 10）。
礫種ごとでは，流紋岩，酸性凝灰岩，砂岩は円
礫（5）〜超円礫（6）のものが半数以上を占め，
比較的円磨されている。特に砂岩はその傾向が
強い（図 11）。

図 6　礫種組成（上・下部層）

表 4　長径の最大値と平均値（単位㎜）

図 7　長径（地点毎）

図 10　円磨度（地点毎）

図 9　円磨の程度（Pettijohn et al.,1972）

図 8　長径（礫種毎）
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オ　球形度
　球形度は礫が均等に磨滅されて伸びや扁平さ
がなくなり，球に近い形になった目安を示すもの
で，図 12 を用いて分類した。全ての試料で 0.83
以上の比較的高い球形度をもつ礫がほぼ半数を
占めている（図 13）。礫種ごとでは，流紋岩と石
英岩が 0.83 以上の比較的高い球形度をもつもの
が半数を超えている（図 14）。

カ　チャート礫について
　礫岩の礫の中で最も多くを占めるチャート礫に
ついて色や長径と円磨度，長径と球形度との関
係について調べた。チャート礫の試料数は 474
個である。
ア　色
　最も多い色は，灰色で約 4 割を占める。次
に黒色および黒・灰（黒色と灰色の縞模様）
でそれぞれ約 1.5 割を占めている。多くのチャー
ト礫が黒色から灰色をしている（図 15）。

図 11　円磨度（礫種毎）
図 14 球形度（礫種毎）

図 12　球形度印象図（Rittenhouse,1943）

図 15 チャート礫の色

図 13 球形度（地点毎）
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イ　長径と円磨度
　長径と円磨度の関係については，長径が長
いほど円磨度は高くなる傾向があり，長径が
長い礫ほどよく円磨されている（図 16）。

ウ　長径と球形度
　長径と球形度の関係については，長径が短
いほど球形度が高くなる傾向があり，長径が
短い礫ほど球の形に近づく（図 17）。

4　まとめ
　鹿児島県薩摩川内市西部の久見崎地域に分布する
久見崎層の詳細な地表踏査を行い，その層序と構造
を明らかにすることができた。また，久見崎層に含ま
れる礫岩の分析を行った。その内容は以下のように要
約される。　

⑴　久見崎層は西部と東部に分かれており，西部
には下部層・中部層・上部層が整合関係で分布
している。下部層は砂岩，礫質砂岩が主体で，
中部層は泥岩主体，上部層は砂岩，礫岩が主体
である。東部では，調査地の最東部で成層した
泥岩がみつかり，西部の中部層の最上部に対比
され，見かけ上その泥岩の下位に砂岩，礫岩を
主体とする東部の上部層に対比される地質体が
分布している。

⑵　上部層の 2 箇所の地点から二枚貝化石が産出
した。Pterotrigonia sp.aff.P. hokkaidoana（YEHARA）

が 2 個体，Pterotrigonia  (?) sp. が 1 個体である。
⑶　西部に分布する下部層〜上部層は，走行Ｎ

15°〜 40°Ｅ，傾斜 25°〜 65°Ｓで，南東側に傾斜
する単斜構造をし，正常位を保っている。東部に
分布する中部層最上部層〜上部層は，走行Ｎ
35°〜 50°Ｗ，傾斜 40°〜 65°Ｎで，北東側に傾
斜する単斜構造をしているが，地層が逆転してお
り南西側が上位である。　

⑷　礫岩を分析し，次のような特徴が得られた。
ア　確認された主な礫種は，堆積岩では泥岩，　　　　　

砂岩，チャート，凝灰岩，酸性凝灰岩などであ
る。火成岩では花崗岩，流紋岩，安山岩，玄
武岩，石英斑岩，石英岩などである。

イ　礫種組成では，チャートが最も多く（47 〜
65％），次に多いのが石英岩（9 〜 26％）で
ある。下部層と上部層との比較では，チャート，
凝灰岩，酸性凝灰岩を合計したものでは下部
層の方が多く，石英岩，石英斑岩，花崗岩を
合計したものでは上部層の方が多い。

ウ　チャート礫で最も多い色は灰色（約 4 割）で，
多くのチャート礫が黒色から灰色をしている。
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Plate 2 産出化石  Plate 2 産出化石 

Pterotrigonia sp.aff.P. hokkaidoana（YEHARA） （Se48） 

cm 

Pterotrigonia sp.aff.P. hokkaidoana（YEHARA） （Se48） 

cm 

Pterotrigonia �"� sp. （Se58） 

cm 
cm 
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Plate 3 礫岩試料
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Plate 4- ① 礫岩の研磨面（スケールの長さは 1㎜）  

 

Plate 4-① 礫岩の研磨面（スケールの長さは１㎜） 

泥岩 砂岩 

チャート 凝灰岩 

酸性凝灰岩 花崗岩 
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Plate 4- ② 礫岩の研磨面（スケールの長さは 1㎜）  
 

 
 

Plate 4-② 礫岩の研磨面（スケールの長さは１㎜） 
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